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前回ワーキンググループのご意見への対応状況

ご意見 対応方針

議事（２）処分場敷地の造成方法について
盛土材料となる堆積場の礫質土を対象に盛土試験を実施したが、粗
粒土での盛土試験の結果はどうか。

粗粒土での盛土試験の結果、一部、品質が適さない材料が確認され
たことから、適切な盛土を施工するため、本体盛土への使用は不可とし
ました。
なお、他の堆積場で盛土に使用可能な材料が確認されているため、
施工工程上の問題ないものと考えています。
【参考資料１】

議事（２）処分場敷地の造成方法について
盛土施工において、盛土材料ごとに、品質管理基準値（変形係
数）が異なるが、沈下量の差や段差などは生じないか。

日常管理において、盛土材料の使用履歴や変形係数測定値を把握
するとともに、盛土材料の偏り等が生じないよう、互層での盛土施工を
基本とします。
【参考資料２】

議事（２）処分場敷地の造成方法について
本工事では、伸びやすく柔軟性を有する、中弾性遮水シートを採用し
ているが、遮水シートのサンプルを確認したい。

新処分場の遮水シートは、中弾性タイプの低密度ポリエチレンシートの
使用を予定しています。遮水工の詳細に関しましては、第３回会議にて
ご説明いたします。
【参考資料３】

議事（３）浸出水処理施設及び第２調整槽周りの擁壁構造の変
更について
擁壁の安定計算において、地震時、常時、衝突時の結果を記載いた
だきたい。また、補強土壁は、地盤が変形すると、スキンがずれる等のトラ
ブルがあるため、力のつり合いだけではなく、変形に関する検討もお願いし
たい。

擁壁について、地震時、常時、衝突時の安定計算の結果、全ケース
で安全性を確認しました。
また、補強土壁の変形変位に対しては、適切な排水対策を施すととも
に、堤体盛土に準拠した施工管理を実施します。
【参考資料４】



盛土材料に使用する堆積場

羽黒山堆積場

処分場計画地

敷地造成のための盛土工
（約2,400,000 m3）
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N

現場事務所

本鉱体

羽黒北堆積場

参考資料１

裏山堆積場

※一部品質が適さない材料を確認

７号堆積場
※一部品質が適さない材料を確認
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盛土完了箇所

盛土範囲

横断測点No30における盛土施工状況

盛土に使用する材料は、品質管理基準値以上の材料

【対応】

〇盛土材料の使用履歴や測定値を把握

〇材料の偏りが生じないよう、盛土は互層施工を基本

さらに、盛土材料の違いによる段差等の対応を実施

盛土工の施工管理状況（令和７年２月時点）
参考資料２

単位：MN/m2
70 60 50 40 30 20 10 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

変形係数
平均値

52.0 51.8 50.0 49.4 49.7 51.0 49.7 50.8 50.8 51.7 50.5 51.8 49.7

基準高

▽114.9

▽114.6

▽114.3

▽114.

▽113.7

▽113.4

▽113.1

▽112.8

▽112.5 32.6 32.6 32.6 32.6 32.6 32.6 32.6 32.6 32.6 32.6 32.6 32.6 32.6

▽112.2 44.7 44.7 44.7 44.7 44.7 44.7 44.7 44.7 44.7 44.7 44.7 44.7 44.7

▽111.9 55.0 55.0 55.0 55.0 55.0 55.0 55.0 55.0 55.0 55.0 44.7 44.7 44.7

▽111.6 71.0 71.0 71.0 71.0 71.0 71.0 71.0 71.0 71.0 71.0 71.0 55.0 55.0

▽111.3 56.5 56.5 56.5 56.5 56.5 56.5 56.5 56.5 56.5 56.5 56.5 71.0 71.0

▽111. 50.2 50.2 50.2 50.2 50.2 50.2 50.2 50.2 50.2 50.2 56.5 56.5

▽110.7 42.9 42.9 42.9 42.9 42.9 42.9 42.9 42.9 42.9 42.9 50.2 50.2

▽110.4 58.6 58.6 58.6 58.6 58.6 58.6 58.6 58.6 58.6 58.6 42.9 42.9

▽110.1 58.6 58.6 58.6 58.6 58.6 58.6 58.6 58.6 58.6 58.6 58.6

▽109.8 62.1 62.1 62.1 62.1 62.1 62.1 62.1 62.1 62.1 62.1 62.1

▽109.5 53.8 53.8 53.8 53.8 53.8 53.8 53.8 53.8 53.8 53.8 53.8

▽109.2 65.6 65.6 65.6 65.6 65.6 65.6 65.6 65.6 65.6 53.8 53.8

▽108.9 70.8 70.8 70.8 70.8 70.8 70.8 70.8 70.8 70.8 65.6 65.6

▽108.6 34.6 34.6 34.6 34.6 34.6 34.6 34.6 34.6 34.6 34.6 34.6

▽108.3 47.4 47.4 47.4 47.4 36.9 36.9 36.9 36.9 36.9 36.9 36.9

▽108. 54.2 54.2 54.2 54.2 54.2 54.2 64.9 64.9 64.9 64.9 64.9

▽107.7 47.6 47.6 47.6 47.6 70.0 70.0 70.0 70.0 70.0 70.0 70.0

▽107.4 45.0 45.0 45.0 45.0 35.5 35.5 35.5 35.5 35.5 35.5 35.5

▽107.1 48.2 48.2 48.2 48.2 53.3 53.3 53.3 53.3 65.4 65.4 65.4

▽106.8 53.1 53.1 53.1 53.1 41.5 41.5 41.5 41.5 41.5 41.5 41.5

▽106.5 48.2 48.2 48.2 48.2 53.9 53.9 53.9 53.9 53.9 53.9 53.9

▽106.2 45.4 45.4 45.4 46.2 45.3 45.3 45.3 45.3 45.3 45.3 45.3

▽105.9 52.3 52.3 52.3 52.3 52.3 39.2 61.1 61.1 61.1 61.1

▽105.6 52.4 52.4 40.9 40.9 40.9 38.5 38.5 38.5 38.5 38.5

▽105.3 57.8 57.8 57.8 55.0 55.0 31.1 31.1 31.1 31.1 31.1

▽105. 38.8 38.8 38.8 50.6 42.1 42.1 34.3 34.3 34.3 34.3

▽104.7 49.4 42.3 42.3 43.6 43.6 47.4 47.4 47.4 47.4

▽104.4 58.6 58.6 58.6 58.6 58.6 57.4 57.4 57.4 57.4

▽104.1 56.5 56.5 56.5 56.5 56.5 58.4 58.4 58.4

▽103.8 32.9 32.9 32.9 32.9 32.9 37.2 37.2

▽103.5 33.8 33.8 33.8

▽103.2 34.2 34.2 34.2

▽102.9 35.6 35.6 35.6

70 60 50 40 30 20 10 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

CL

CL

横断測点No30 中心位置CLからの距離

羽黒山堆積場

裏山堆積場

本鉱体

＜品質管理基準値＞
平板載荷試験EPLT=24MN/m2以上

↓
小型FWD試験EFWD測定値に変換

小型FWD試験
測定値

（平板載荷試験測
定値に変換）

羽黒山堆積場
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【特徴】

〇耐薬品性、耐久性に優れ、柔軟性のある遮水シート

〇シート幅が広く、接合箇所を少なくし、優れた施工品質を確保

〇浸出水集排水管との同素材での施工による水密性の確保

〇全国的に施工実績が多い

遮水シート：中弾性タイプ（低密度ポリエチレンタイプ）

遮水工基本構造概念図
浸出水管貫通部施工状況

遮水シート

低密度ポリエチレンシート

浸出水集排水管

高密度ポリエチレン管

遮水シート施工状況

本工事で使用する遮水シートについて 参考資料３

同一素材
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第２調整槽

第１調整槽

帯鋼補強土壁工

Ｌ
型
擁
壁
工

擁壁の安定計算・補強土壁の変形検討 参考資料４

Ｌ型擁壁工

帯鋼補強土壁工

凡 例



擁壁の安定計算・補強土壁の変形検討 参考資料４

3250

50
00

単位：mm

6

L型擁壁（安定計算） 補強土壁（変形）

徹底した施工管理を実施し、変形に対応。衝突を考慮し、常時、地震時について、安全性を確認。

施工管理基準（案）

①茨城県土木工事共通仕様書

③本工事基準

項　目 仕　様 摘要

締固め管理
①に準拠した手法により1箇所当り
1,500㎡を標準として管理する。

①

②ジオテキスタイルを用いた補強土の設計施工マニュアル
（土木研究センター）

摘要基準

仕上り厚
①30㎝　②25㎝
　本工事では25cmで管理

②

層厚管理
施工前に盛土試験を実施し、転圧回
数を確定する。

③

②

③

粒径75mm以上（短軸250mm以下）か
つ75mmふるい通過分中の細粒分含有
量が25％以下

使用材料については盛土材料変化時
にふるい分け試験を実施し、適用範
囲内にあることを確認する。

盛土材料

材料管理

擁壁種別

適用基準 kN 30.0

kN/m2 10.0 kN 25.0

－ 0.2

3.0

2.5
※衝突荷重及び前輪荷重は、ガードレール基礎１ブロック10ｍで受け持つ値を考慮する。

衝突荷重

前輪荷重
kN

設計水平震度

プレキャストＬ型擁壁 ガードレール基礎（Ｂ種）

道路土工　擁壁工指針 衝突荷重

載荷重 前輪荷重

計算値 判定

常時1 0.427 〇

地震時 0.608 〇

計算値 判定

常時1 2.426 〇

地震時 1.510 〇

計算値 判定

常時1 194.359 〇

地震時 254.591 〇

1.500以上

1.200以上

許容値

300.000以下

450.000以下

擁壁高 5.0　ｍ

転　倒
偏心距離（ｍ）

滑　動

支　持
地盤反力度
（ｋN/m2）

許容値

0.542以下

1.083以下

安全率
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